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『フォトライフ四季』は
「第５回 日本タウン誌・フリーペーパー大賞」の

優秀賞を受賞しました。
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みどり東京、姨捨の棚田、
JAPAN PHOTO「日本の祭り」

秋山庄太郎「花」写真コンテスト

作品募集中

NPO法人 フォトカルチャー倶楽部 ［コミュニティ情報誌］

「プロの撮り方 完全マスター講座」

ベルボン雲台PHD-66Q

「プロの撮り方 完全マスター講座
日経ナショナル ジオグラフィック フォトアカデミー

ベルボン雲台PHD-66Q
リボルビング機構で縦位置も自由自在

会員限定プレゼント



みんなで新しい写真体験を！
フォトカルチャー倶楽部（PCC）は会員の皆さまのご支援で、
さまざまな社会貢献・文化貢献・環境保護貢献をしています。

美しい自然を写そう。美しい地球を守ろう。写真で人の絆を深めて、すべての生き物と共生しよう。

熊本大地震被災地域の一日も早い復興を願い、PCCは写真の力で支援をしています。
被災されたすべての方 に々、心よりお見舞い申し上げます。

表紙の写真「光臨の朝」上の写真「岩壁に差し込む陽光」
今号の募集

発行：NPO法人 フォトカルチャー倶楽部
特別賛助：カメラのキタムラ&スタジオマリオ

朝日が差し込む境内で、杉のシルエッ
トと紅葉に惹かれて、足を止めました。
紅葉の色を再現するためにマイナス補
正し、段階的にシャッターを切りまし
た。日が昇るにつれてどんどん光景が
変わるので、少しの変化も逃さないよ
うに意識しました。

朝陽が岩壁を照らす時間はごくわずか。
シャッターチャンスも一瞬です。岩壁
の広範囲を照らす瞬間を待ち、その一
瞬をとらえました。

①富士フイルム X-T10、②18-55mm、
③F14、④1/38秒、⑤ISO400、
⑧長野県佐久市 貞祥寺、
⑨2015年11月５日 AM9:23

①ニコンD2X、②28-70mm、③F8.0、
④1/10秒、⑤ISO100、⑦三脚使用、
⑧群馬県みなかみ町　一ノ倉沢、
⑨2012年11月4日 AM6:20

P.11―ベルボン雲台「PHD-66Q」
P.16―みどり東京フォトコンテスト
P.24―JAPAN PHOTO 「日本の祭り」フォトコンテスト2016

秋山庄太郎「花」写真コンテスト2016 
P.27―日本旅行 星空撮影会
P.29―PCCの撮影イベント
P.34―『プロが教える夜景写真 撮影スポット＆テクニック』

（日経ナショナル ジオグラフィック社）
『ここが見どころ 撮りどころ 日本の広い風景』
（旅行読売出版社）

P.41―姨捨の棚田フォトコンテスト
＜撮影データ表記＞①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、
⑤ISO感度、⑥フィルター、⑦三脚使用、⑧撮影地、⑨撮影日

菊地 英之さん （長野県）荒牧 敬太郎さん （神奈川県）

撮影：荒牧 敬太郎

ダミー



増田さんが審査員を務める「JAPAN PHOTO」は毎年開催。今号では「日本の祭り」 作品を募集しています→P.243 〈撮影データ表記〉 ①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑤ISO感度

「秋日和」

「JAPAN PHOTO」 2015秋冬フォトコンテスト
腕だめしコース　ペット＆動物部門
審査員　増田勝正

犬、猫、ペット専門の動物カメラマンとして30年以上
従事。アイメイト（盲導犬）のボランティア活動にも参
加し、犬、猫の繁殖にかかわる。スタンダード（犬種標
準）、歴史、使役犬、生態、行動など、犬、猫の造詣が深
い。

「JAPAN PHOTO」は、応募総数が約３万点。カ
メラのキタムラ主催の全国最大規模のフォトコン
テストです。シャッターチャンスも応募のチャンス
も365日あります。審査員の増田勝正さんが、紅
葉の布団の上でお乳をあげる犬の親子を写しまし
た。

増田勝正（ますだ・かつまさ）

①ニコンD3S、②20mm、③F7.1、④1/1600秒、⑤ISO400

犬、猫専門のカメラマンとして40年以上撮影を
続けていますが、ペットたちと桜、紅葉等の風景
を取り込む事は大変難しいです。子犬たちの可
愛いしぐさ、動きを表現するには、背景をボカ
し、主役の動物たちを浮かび上がらせる様にし
ます。この写真では、普段あまり使わない20mm
の単焦点レンズを使って広く写し、イチョウの
落葉色に犬の親子の温かさを乗せました。
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『プロが教える夜景写真 撮影スポット＆テクニック』をPCC会員限定で3名様にプレゼント→P.34

「ナショナル ジオグラフィック 日本版」
2016年８月号

http://www.nationalgeographic.jp

アメリカ・コロラド州、サンフ
ァン山脈。秋を迎えると見事
な黄葉が斜面を飾り、日光に
照らされ光輝くアスペンの葉
が風に揺れる。アスペンの木
は白い幹の高い部分に枝を張
り、丸い葉を豊かに茂らせ真
っすぐに空に向かって伸びる。
春に萌え出た若葉は夏の太陽
を満喫し、秋には黄金色に染
まり、やがて落ち葉となり、厳
しい冬の寒さから根元を守る
ために大地を覆う。特徴ある
丸く平らな形状の葉のため、
わずかな風にもはためいて音
をたてることから「山をも鳴ら
す」と言われている。

『NATIONAL
GEOGRAPHIC』より

5 日経ナショナル ジオグラフィック社とPCC共催の「プロの撮り方完全マスター講座」が開催されます→P.33

BILL HATCHER/National Geographic Creative
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＜撮影データ表記＞①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑧撮影地

三脚を立てて、構図を練って、カメラの機能を駆使してシャッターを切る。そ
んな理想の環境をいつでも整えられるとは限りません。むしろ、偶然出会っ
た光景に瞬時にカメラを構えることの方が多いもの。細かなことを気にせず、
無我夢中でシャッターを切った瞬間の方が、完成度の高い作品になることも
往々にしてあるのです。今号で選んだ2枚もそんな写真たち。二度とない景
色を切りとった作品をご覧下さい。

一瞬のひらめきが作品を創る

「島人と旅人」
佐々木康児さん（愛知県）
閑散期で静まり返った佐久島。被写
体を求めて彷徨っているときに目に
入ったのがこの光景でした。「とにか
く会話が終わらないうちに」と、細
かい構図は気にせず急いで撮影。島
人が身振り手振りで楽しそうに道案
内をしている様子が伝わるように、
手の動きだけはこだわりました。

①ニコンD600、②24-85mm、③F18、
④1/200秒、⑧愛知県 西尾市

「孤舟」
新羅秀和さん（神奈川県）
走行中のバスの中から撮影した一枚。シャッター優先
に設定し、ラバーフードを窓に押し付け、ガラスの映
り込みをなくしています。バスの中では寝てしまう人
も多いですが、私は必ず起きてシャッターチャンスに
備えて、この方法で撮影することが多いです。

①ニコンD7000、②シグマ18-250mm、③F5.6、
④1/1000秒、⑧カナダ

応募作の力
応募者に学ぶ秋

JAPAN PHOTO
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PLフィルターはレンズの
先に装着し、この状態で
回転させて光の具合を調
整します。

PLフィルターの有無で、葉の写り方が違うことがわかります。フィルターが
空気中に乱反射した光を遮っているからです。ただし、フィルターを装着す
ると、シャッタースピードも遅くなります。

①キヤノン 
EOS 5D Mark III、
②24-70mm、③F5.6、④
1/80秒、⑤ISO1600

①キヤノン 
EOS 5D Mark III、
②100mm、③F5.6、
④1/640秒、⑤ISO1600

フィルターあり フィルターなし 順
光
に
照
ら
さ
れ
た
葉
は
、
光
を

反
射
し
て
色
が
薄
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
葉
を
写
す
と
き
、P
L

フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
う
方
法
が
あ
り
ま

す
。
P
L
フ
ィ
ル
タ
ー
は
空
気
中
の

光
の
乱
反
射
を
抑
え
、
被
写
体
本
来

の
色
を
写
真
に
残
す
効
果
が
あ
り
ま

す
。光

の
軽
減
具
合
は
、
レ
ン
ズ
に
装

着
し
た
後
に
フ
ィ
ル
タ
ー
本
体
を
回

し
て
調
整
し
ま
す
。
た
だ
し
、
葉
の

色
が
濃
く
な
る
反
面
で
、
細
か
い
ニ

紅
葉
が
盛
り
の
と
き
は
、
葉
だ
け

を
被
写
体
に
し
て
も
美
し
い
も
の
。

し
か
し
、
そ
の
周
囲
に
も
目
を
向
け

て
組
み
合
わ
せ
て
み
た
り
、
枝
か
ら

落
ち
て
い
る
紅
葉
に
も
目
を
向
け
て

み
た
り
す
る
と
、
さ
ら
に
印
象
的
な

1
枚
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
青
空
を
背
景
に
取
り
入

れ
て
み
る
と
、
赤
と
青
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
で
印
象
深
い
画
作
り
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
紅
色
の
紅
葉
だ
け
で
な

く
、
黄
色
く
色
づ
い
た
葉
も
一
緒
に

ュ
ア
ン
ス
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
考
え

て
調
整
し
ま
し
ょ
う
。
フ
ィ
ル
タ
ー

を
常
に
付
け
た
ま
ま
に
す
る
の
で
は

な
く
、
必
要
に
応
じ
て
付
け
外
し
を

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
P
L
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
う

と
、
レ
ン
ズ
に
入
る
光
が
減
り
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

写
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
紅
葉
の
紅
、

黄
葉
の
黄
、
晴
天
の
青
。
こ
の
三
色

を
組
み
合
わ
せ
て
み
る
と
、
よ
り
秋

ら
し
い
画
を
ね
ら
え
ま
す
。

紅
葉
の
終
わ
り
の
時
期
は
、
地
面

に
目
を
向
け
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

木
か
ら
落
ち
た
葉
が
地
面
や
岩
な
ど

に
重
な
り
、
対
極
の
色
の
重
な
り
が

自
然
な
趣
を
見
せ
て
い
ま
す
。
石
や

苔
の
上
、
地
面
に
重
な
っ
た
紅
葉
の

葉
な
ど
も
探
し
て
、
色
の
対
比
を
と

ら
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

齋藤先生と撮影しながら学べる講座は→P.32

紅葉撮影にも便利な三脚と雲台。いろいろな種類があります。→P.12

ココが
ポイント

ココが
ポイント

3

2

石の上に落ちた紅葉
を撮影。苔の緑、石
のグレー、紅葉の紅
と黄色がバランスよ
く配置されました。

地面に積もった紅葉
の葉を撮影。光に照
らされている葉を1
枚見つけ、透過光に
なる角度から写して
います。

色の組み合わせや視点を変える

PLフィルターで葉本来の色を出す

8

透過光を使って燃えるような葉を表現し、背景に光る水面を入れて、キラキラ感を強調しています。
①キヤノン EOS 5D Mark III、②70-200mm、③F8、④1/125秒、⑤ISO200

①キヤノン EOS 5D Mark III、
②70-200mm、③F5.6、
④1/1250秒、⑤ISO1600

光
と
構
図
で
印
象
的
に
、

フ
ィ
ル
タ
ー
で

さ
ら
に
深
み
を
増
す

【
今
さ
ら
聞
け
な
い
キ
ホ
ン
の
キ
】

独学で写真を始め、各種コンテストで受賞。システムエン
ジニアを経て独立し、現在は地元の京都を中心に活動して
いる。日本写真講師協会(JPIO)認定インストラクター。

齋藤 誠

ナビゲーター

秋
は
紅
葉
が
美
し
い
季
節
。
写
真

好
き
で
な
く
と
も
、
紅
葉
は
撮
影
し

た
い
被
写
体
で
す
よ
ね
。

太
陽
の
光
を
浴
び
た
葉
は
明
る
く

見
え
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
色
が
薄

く
な
り
、
写
真
で
は
あ
ま
り
き
れ
い

に
写
り
ま
せ
ん
。
葉
の
裏
に
ま
わ
っ

て
、
光
を
葉
に
透
か
し
た「
透
過
光
」

で
撮
り
ま
し
ょ
う
。
葉
が
持
つ
本
来

の
色
を
引
き
出
し
、
よ
り
鮮
や
か
に

撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
紅

葉
の
染
ま
り
具
合
が
い
ま
ひ
と
つ
だ

っ
た
り
、
曇
っ
て
光
が
弱
か
っ
た
り

す
る
と
き
に
も
有
効
で
す
。

た
だ
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
立
ち
入
り

禁
止
の
と
こ
ろ
に
は
入
ら
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈撮影データ〉 ①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑤ISO感度

ココが
ポイント

1

葉の裏側から撮影する
ことで、余計な反射を
抑え、葉の色を濃く撮
影できました。また、
背景も緑で統一し、葉
の紅色を引き出してい
ます。

葉の裏側から透過光をねらう
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も
う
一
つ
、
三
脚
と
同
じ
よ
う
に

重
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

N
D
フ
ィ
ル
タ
ー
。
カ
メ
ラ
に
入
る

光
量
を
減
ら
す
フ
ィ
ル
タ
ー
で
す
。

「
日
中
の
明
る
い
場
所
で
は
、

I
S
O
感
度
を
下
げ
て
限
界
ま
で
絞

り
込
ん
で
も
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー

ド
を
遅
く
で
き
る
限
界
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
N
D
フ
ィ
ル
タ
ー

で
レ
ン
ズ
に
入
る
光
の
量
を
減
ら
せ

ば
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
遅
く

で
き
ま
す
」。

服
部
さ
ん
が
メ
イ
ン
で
使
っ
て
い

る
の
は
、
絞
り
約
7
段
分
の
光
量
が

抑
え
ら
れ
る
も
の
。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

の
中
が
暗
く
な
ら
な
い
の
で
、
装
着

し
た
ま
ま
で
も
構
図
や
ピ
ン
ト
を
確

認
で
き
る
そ
う
で
す
。

服
部
さ
ん
は
二
つ
の
ア
イ
テ
ム
を

使
い
こ
な
し
て
、「
写
真
な
ら
で
は
の

表
現
」を
追
求
し
て
い
る
の
で
す
。

1973年、神奈川県生まれ。風景
写真家・竹内敏信氏の助手、写真
関連会社に勤務を経て、フリーラ
ンスとなる。おもな撮影テーマは、
都市や自然の風景。「撮る側」と
「作る側」の両方の立場で写真を
考えることをモットーとし、講師
としても活躍中。

※PCCホームページからもアクセスできます

服部考規（はっとり・たかのり）

水面に映り込んだ紅葉を撮影。水辺に三脚の脚を突っ込んで、水面との距離をなるべく近くして撮影しました。
①ニコンD300S、②24-120mm、③F11、④1/25秒、⑤ISO200、⑦三脚使用

PCCへの入会は→P.48

「三脚を選ぶ基準は、大きさ・重さと、
操作がしやすいということ。雲台は３
ウェイ雲台を使っています。また、同
じ被写体も構図を変えて撮影するよう
にしているので、縦横をすばやく変え
られるベルボンPHD-66Qは、まさに
理想的ですね」

構図をすばやく変えて
縦横両方を押さえたい

下記QRコードを読み取り、
アンケートにお答えしてご応募ください

以下の項目を記載の上、PCC事務局あてにご応募ください。
•PCC会員番号
•氏名
•おすすめ撮影地
•行ってみたい撮影地
•PCC、『フォトライフ四季』の感想
•PCC以外に加入している写真クラブのお名前
 （なければ無記入）

リボルビング機構で縦横自由自在
ベルボン PHD-66Q
PCC会員限定１名様にプレゼント！
撮影範囲を大きく変えることなく、横位置から縦位置へ、
縦位置から横位置へと構図をすばやく切り替えられる3ウェ
イ雲台。PCC会員限定で1名様にプレゼントいたします。

①QRコードからご応募 ②官製はがきでのご応募

三脚と合わせて考えたい雲台

プロの金言

〈撮影データ表記〉 ①カメラ、②レンズ、③絞り、④シャッタースピード、⑤ISO感度、⑦三脚使用

光
量
を
減
ら
す  

 
N
D
フ
ィ
ル
タ
ー

22

10

●ボディ
オリンパスOM-D E-M1

●交換レンズ
・ M.ZUIKO DIGITAL ED 
  12-40mm F2.8 PRO
・ M.ZUIKO DIGITAL ED 
  40-150mm F2.8 PRO
・ LUMIX G VARIO 
  7-14mm / F4.0 ASPH.
・ M.ZUIKO DIGITAL ED 
  8mm F1.8 Fisheye PRO
・ M.ZUIKO DIGITAL 1.4x 
  Teleconverter MC-14

　この写真のねらいは、長時間露光で
なめらかな水面の写り込みを表現する
こと。しかし、右の写真ではF14まで
絞り込んでも、シャッタースピードは
1/14秒までしか下がりませんでした。
　左の写真はNDフィルターをつけて
撮影。光量が減り、F16の絞り値で
30秒というスローシャッターを切る
ことができ、水面もなめらかに写りま
した。

「
三
脚
は
大
き
く
て
重
い
も
の
に
限

る
」。
か
つ
て
服
部
さ
ん
は
、師
匠
で

あ
る
竹
内
敏
信
さ
ん
に
こ
う
言
わ
れ

続
け
た
そ
う
で
す
。
そ
の
言
葉
が
意

味
す
る
の
は
、
ブ
レ
に
対
す
る
厳
し

い
目
を
持
ち
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の

準
備
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

「
最
近
の
カ
メ
ラ
は
高
感
度
で
も
描

写
が
よ
く
な
り
、
I
S
O
感
度
を
か

な
り
高
く
し
て
撮
影
で
き
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
ス
ロ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
手

持
ち
で
撮
影
す
る
こ
と
は
不
可
能
。

人
間
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
振
動
や
風

が
ブ
レ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

れ
を
防
ぐ
に
は
、
軽
い
三
脚
で
は
不

十
分
。
持
ち
運
び
に
は
軽
量
の
方
が

い
い
の
で
す
が
、
数
種
類
の
三
脚
を

用
意
し
て
、
大
き
く
て
重
い
も
の
も

持
つ
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」。

服
部
さ
ん
は
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す

る
今
も
、
師
の
教
え
を
か
み
し
め
、

自
分
の
創
作
活
動
で
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
撮
影
講
座
に
参
加
す
る
生
徒

た
ち
に
も
三
脚
の
必
要
性
を
説
い
て

い
ま
す
。

師の教えの先にあった
「写真ならではの表現」

「三脚は大きくて重いものに限る」。服部さんの師匠であり、
風景写真の第一人者、そしてPCC顧問でもある竹内敏信氏の言葉です。

弟子はその教えを忠実に守り、ブレに対する厳しい目を養いました。
服部さんがこだわり続ける「写真ならではの表現」。

その世界は、昔も今も変わらないキホンと、
それを会得した先にあることを教えてくれました。

写真家・服部考規さん

思い出をつくる道具たち

服部考規さんの必須アイテム

NDフィルターあり NDフィルターなし

●フィルター
NDフィルター

（ケンコー・トキナー「PRO ND100」
「ND400 プロフェッショナル」など）

●その他
SDHCカード（16GB×5枚、8GB×2
枚）、リチウムイオン充電池 BLN-1×
3個、リモートケーブル RM-UC1、
クリーニングクロス

●カメラバッグ
ロープロ フリップサイド300

三脚・雲台以外にも、便利な撮影機材がこんなにあります→P.42

「
三
脚
は 

 
 

大
き
く
て
重
い
も
の
に
限
る
」 

そ
の
言
葉
の
意
味
と
は





15 応募の詳細と応募用紙はこちら→P.16

環境活動

街中みどり

湖・滝・海・川みどり

杉山信吾さん  「井の頭恩賜公園」 
三鷹市井の頭恩賜公園

小池匡満さん  「静観」 
千代田区和田倉門

大久保辰朗さん  「緑化ビル」 
港区元麻布

東京にも滝や川があるのをご存知ですか？ それに、海だっ
てあるんですよ。都心のオフィスビル群から少し離れるだ
けで、自然の恵みはたくさんあふれています。

街中にもみどりはあふれています。それを知
らないのは、普段意識して見ていないから。
少しだけ視点を変えてみれば、力強く根付く
みどりを見つけられるでしょう。

グリーンカーテンや緑化ビルなど、みどりを使って温暖
化を防ぐ活動が日々行われています。それを写真で伝え
ることは社会貢献にもつながります。あなたの身近にあ
る、環境を考えた活動を私たちに教えてくれませんか？

締切：９月30日（金）

みどり東京フォトコンテスト
作品募集中

東京の自然なら、これまで（2014年10月以降）撮った桜や紅葉
でも応募できます。今年は１８歳以下の方を対象とした、学生
奨励賞も新設。Webからの応募も可。「みどり東京フォトコン
テスト」で検索してください。

主催：特別区長会 東京都市長会 東京都町村会

詳しくは→P.16

14掲載作品は2015年入賞作品です

自由にみどり

里山・島みどり

公園みどり

みどり東京フォトコンテスト

写真で守る、
東京のみどり

残しておきたい、もっと増やしたい東京のみどりの
写真を集める「みどり東京フォトコンテスト」が

2016年も開催されています。
東京の温暖化防止に、あなたの写真で貢献しませんか？
応募テーマは６つ。Webからでも簡単に応募ができます。

広い世代で楽しめるように
今年は学生奨励賞も用意しています。

島田國彦さん　「母島のメグロ」
小笠原村母島

中野公人さん「大塚薔薇道」
豊島区大塚駅付近

大野喜久代さん  「秋色の時間」 
立川市昭和記念公園

少し足を伸ばせば、東京にも島や里山があります。
休日に少し遠出すれば、「東京大自然」はすぐそこです。

どのテーマにもとらわれてない、あなただけの視点で撮ったみどり
の写真をお待ちしています。大切なのは「東京にあるみどり」です。

みどりがあふれる公園は、都民を癒してくれる
大切な場所。そんな癒やしのパワーが感じられ
るような写真をお送りください。

2015年 グランプリ（里山・島みどり）　石川裕光さん 「 New life」 
小笠原村コペペ海岸





写
真
を
プ
リ
ン
ト
す
る
こ
と
は
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
P
C
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
見
る
の
も
も
ち
ろ
ん
良

い
の
で
す
が
、
実
物
に
す
る
と
ま
た

違
っ
た
感
動
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
私

は
年
に
1
回
以
上
は
プ
リ
ン
ト
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
ね
。

普
段
は
A
3
で
プ
リ
ン
ト
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
ね
。
A
3
サ
イ
ズ
だ

と
、
カ
メ
ラ
の
縦
横
比
と
ほ
ぼ
同
じ

な
の
で
、
ト
リ
ミ
ン
グ
の
必
要
が
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
撮
影
し
た
と

き
に
良
い
と
思
っ
た
構
図
が
そ
の
ま

ま
残
せ
る
の
で
、
画
角
の
中
に
入
れ

た
か
っ
た
被
写
体
も
、
漏
れ
な
く
プ

リ
ン
ト
で
き
る
ん
で
す
。

「
キ
タ
ム
ラ
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」な
ら
、

お
店
か
ら
で
も
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
気

軽
に
注
文
が
で
き
ま
す
。
紙
質
も
良

く
て
、「
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」と
い
う
名

前
で
す
が
、
実
際
は
写
真
集
の
よ
う

に
仕
上
が
る
の
が
良
い
で
す
ね
。
特

に
カ
バ
ー
を「
レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
」タ
イ

プ
に
す
る
と
、
本
を
開
い
た
と
き
に

中
央
が
フ
ラ
ッ
ト
に
な
る
の
で
、
写

真
が
ペ
ー
ジ
を
ま
た
が
っ
て
も
全
体

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
常
の

形
だ
と
、
ペ
ー
ジ
を
ま
た
が
る
と
中

央
部
分
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
。「
レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
」だ
と

そ
れ
が
な
い
ん
で
す
。
A
4
サ
イ
ズ

で
つ
く
り
レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
カ
バ
ー
タ

イ
プ
に
す
る
と
、
開
い
た
時
に
A
3

サ
イ
ズ
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
に
な
る

の
で
、
構
図
が
崩
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
風
景
写
真
は
、
広
角

レ
ン
ズ
で
広
く
写
し
た
写
真
が
多
く

な
り
ま
す
。
写
真
が
小
さ
く
な
っ
た

り
、
ペ
ー
ジ
に
ま
た
が
っ
て
中
央
が

見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
と
た

ん
に
迫
力
が
薄
れ
て
し
ま
う
ん
で
す

よ
ね
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
な
く
な

る
の
で
、「
レ
イ
フ
ラ
ッ
ト
」は
本
当

に
重
宝
し
て
い
ま
す
。

「思い出づくり研究所」メンバーの板見浩史PCC理事が、「思い出のメンテナンス」について研究しました→P・22

「レイフラット」カバー登場！　フラットになってさらに見やすい

プ
リ
ン
ト
し
て

「
写
真
集
」を
残
す

http://www.kitamura.jp

カメラのキタムラ

望遠レンズで切
りとった1枚。
この写真は１時
間以上かけて粘
り、太陽の光の
角度が変わるご
とに撮影して、
帰ってデータを
確認してもっと
も良い一枚を選
びました。

キタムラフォトブックのサイ
ズ、カバータイプ、ページ数
を選択します。

編集した画像をクリックして、
「編集」をクリックするとト
リミングができるようになり
ます。また、ページから画像
削除や、スタンプなどの追加
編集ができます。

フォトブックに使用する画像を
選択し、アップロードします。
※事前に使用する画像を選び、
フォルダにまとめておくとスム
ーズです。

ある程度編集が進んだら、必ず
「途中保存」をしておきましょ
う。サーバー上に編集データが
保存され、後日また続けて編集
することができます。途中保存
データは30日保存されます。

FUJIFILM独自の技術で自動レ
イアウトされます。もちろんこ
こから自分なりに編集が可能で
す。

編集が完了したら、数量、受取
方法を選択して注文完了です。

編集ボタンを押して、「表紙
デザイン変更」、「中ページ背
景デザイン一括変更」、「ペー
ジ数変更」ができるようにな
ります。また表紙のタイトル
を編集画面で入力します。

後日、店頭でお受け取りにな
るか、ご自宅までお届けしま
す。

貯まる！ 使える！

自分だけの写真集が作れる、「キタムラフォトブック」シリーズ。
大好評をいただいているシリーズに「レイフラットカバー」が登場しました。

見開きがフラットになるため、ページをまたいで大きな写真を入れて、迫力ある写真集に仕上げることができます。

①

⑤

②

⑥

③

⑦

④

⑧
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紅
葉
写
真
は
毎
年
決
ま
っ
た
場
所

に
撮
り
に
行
き
ま
す
。
私
が
把
握
し

て
い
る
恒
例
の
場
所
が
あ
り
、
紅
葉

前
線
の
情
報
や
他
人
の
ブ
ロ
グ
を
見

な
が
ら
、
紅
葉
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
に

い
き
ま
す
ね
。
だ
い
た
い
10
月
下
旬

〜
11
月
中
旬
が
多
い
で
す
。

持
っ
て
い
く
機
材
は
、
カ
メ
ラ
と

望
遠
・
広
角
の
両
レ
ン
ズ
は
も
ち
ろ

ん
、
大
き
い
三
脚
と
P
L
フ
ィ
ル
タ

ー
も
必
須
で
す
。
紅
葉
の
撮
影
で
何

よ
り
も
意
識
す
る
の
は
、
葉
の
色
を

き
れ
い
に
出
す
こ
と
。
そ
の
た
め
に

は
、
P
L
フ
ィ
ル
タ
ー
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
P
L
フ
ィ
ル
タ
ー

を
使
う
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
が

遅
く
な
る
た
め
、
手
ブ
レ
を
防
ぐ
た

め
に
三
脚
も
必
要
で
す
。

撮
影
の
と
き
は
、
光
の
向
き
を
意

識
し
ま
す
。
逆
光
や
半
逆
光
で
撮
影

す
る
と
、
太
陽
が
葉
を
照
ら
し
て
透

過
光
に
な
り
、
紅
葉
の
色
が
も
っ
と

秋
の
紅
葉
は

見
応
え
の
あ
る

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
で
残
す

紅
葉
は
秋
の
被
写
体
の
代
名
詞
の
ひ
と
つ
。
多
く
の
写
真
愛
好
家
が
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
撮
影
に
臨
む
で
し
ょ
う
。
紅
葉
の
撮

影
は
、葉
の
色
を
い
か
に
鮮
や
か
に
写
す
か
が
カ
ギ
。
そ
し
て
、せ
っ
か
く

撮
影
し
た
そ
の
1
枚
、フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
に
し
て
残
し
ま
せ
ん
か
？

も
美
し
く
出
る
写
真
に
な
り
ま
す
。

順
光
や
斜
光
に
な
る
と
、
葉
の
色
が

出
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、P
L

フ
ィ
ル
タ
ー
の
出
番
で
す
ね
。

撮
影
ス
タ
イ
ル
は
天
気
に
よ
っ
て

変
え
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
広
角

で
広
く
風
景
写
真
を
撮
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
雨
が
降
っ
た
り
曇
っ

て
し
ま
っ
た
り
す
る
と
あ
ま
り
い
い

写
真
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と

き
は
望
遠
レ
ン
ズ
に
切
り
替
え
て
、

葉
の
1
枚
1
枚
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

し
て
、
ボ
ケ
を
い
か
し
な
が
ら
撮
影

し
ま
す
。

すぐに実践できるお子さんの撮影テクニックは→P.20

紅
葉
は
葉
の
鮮
や
か
さ
を

い
か
に
出
す
か

思い出を残す
新方法

思い出シリーズ
1

順光で撮影した1枚。PLフィルターをつけて余計な光を遮断し、葉本来の色を写すように意識しました。
PLフィルターをつけているので、三脚も必須。紅葉は葉の色をいかに表現するかが勝負です。

魚眼レンズを使い、透過光で撮影した１枚。木の下
から見上げるようにかまえ、太陽の光が当たる葉を
裏側から撮影しました。

一般社団法人
 日本フォトコンテスト協会 理事
一般社団法人
 日本写真講師協会 理事
NPO法人 
フォトカルチャー倶楽部 参事

荒牧敬太郎
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撮
影
は
混
雑
す
る
時
期
を
避
け
る
。

豊
富
な
衣
装
で
お
子
さ
ま
も
大
満
足

11
月
に
迫
っ
た
七
五
三
。大
切
な
記
念
日
の
大
切
な
我
が
子
の
姿
、

き
れ
い
な
写
真
に
残
し
て
思
い
出
に
し
た
い
で
す
よ
ね
。

「
ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
」は
、み
な
さ
ん
の
素
敵
な
記
念
日
を
つ
く
る

お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。こんなメッセージが

届いています！

PCC会員なら、記念日スタジオ「スタジオマリオ」で
の撮影料、お写真代、着物レンタルのお買上げ合計金
額より10％OFF（他の割引との併用は不可）

http://www.studio-mario.jp

スタジオマリオ

PCCに入会すると、スタジオマリオとカメラのキタムラでこんなにお得。ご案内は→P.48

他
に
も
色
々
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

お
母
さ
ん
納
得
の「
マ
リ
オ
の
七
五
三
」

芸能人がプロデュースしたブランド衣装など、豊富な品揃え。
もちろん、すべて何回着替えても無料です。

衣
装
は
何
回
着
替
え
て
も
無
料

「
ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
」の
自
慢
の
ひ
と
つ
が
、な
ん
と
い
っ
て
も

衣
装
の
豊
富
さ
。
4
0
0
を
超
え
る
衣
装
の
数
々
は
、
何
回
着

替
え
て
も
無
料
。
な
か
に
は
有
名
芸
能
人
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
ブ
ラ
ン
ド
衣
装
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ご
自
身
で
お
持

ち
い
た
だ
い
た
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
小
物
を
持
っ
て
撮
影
す
る
の

も
O
K
。
新
作
衣
装
も
毎
年
増
え
て
い
る
の
で
、
お
子
さ
ま
の

お
好
み
に
合
わ
せ
て
、
特
別
な
一
着
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

撮
影
は
早
め
が
吉
！

七
五
三
の
本
番
は
11
月
。
こ
の
時
期
は
毎
年
予
約
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
、
撮
影
日
を
確
保
す
る
の
も
一
苦
労
で
す
。

そ
こ
で「
ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
」が
お
す
す
め
し
て
い
る
の
は
、

七
五
三
本
番
前
の
早
い
時
期
に
撮
影
す
る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
写
真
撮
影
も
時
間
を
気
に
せ
ず
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
す
。

ま
た
、
七
五
三
よ
り
前
に
着
物
を
着
て
お
く
と
、
お
子
さ
ん
の

予
行
演
習
に
な
っ
て
、当
日
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
避
け
ら
れ
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
お
参
り
し
た
り
食
事
し
た
り
す
る
時
間
が
と
れ
ま
す

よ
。

●
ス
テ
キ
な
写
真
を
撮
っ
て
い
た
だ
い
て
あ
り

　が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪

●
娘
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
に
、
こ
の
写
真
が

　彼
女
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思

　い
ま
す
。

●
緊
張
し
て
カ
チ
コ
チ
に
な
る
兄
、
自
由
奔
放

　な
妹
、
兄
妹
の
性
格
の
違
い
が
見
ら
れ
て
面

　白
い
時
間
で
し
た
。
そ
ん
な
2
人
を
可
愛
く

　仕
上
げ
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
で
す
！

20
貯まる！ 使える！

ローアングルに構え、いつもと違う視線から撮影。さらに逆光も取り入れたため、ふんわりとした写真になりました。
①オリンパスE-PL5、②14-42mm、③F4.5、④1/500秒、⑤ISO250（撮影：PCC会員 高作真紀）

顔だけを大胆にフレーミングして、背
景に紅葉を入れて撮影。表情と季節感
が印象的な1枚になりました。

（撮影：PCC会員 高作真紀）

ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー
機
能
を
使
っ
て 

ロ
ー
ア
ン
グ
ル
で
撮
る

ひ
と
つ
目
の
コ
ツ
は
、
カ
メ
ラ
を

ロ
ー
ア
ン
グ
ル
に
構
え
て
下
か
ら
撮

影
す
る
こ
と
。
子
ど
も
の
写
真
を
大

人
が
撮
る
と
、
上
か
ら
見
下
ろ
す
よ

う
な
ア
ン
グ
ル
に
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
れ
だ
と
、
子
ど
も
っ
ぽ

さ
は
演
出
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
や
や
説
明
的
な
写
真
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
カ
メ
ラ
を
子
ど
も
の
視

線
と
同
じ
高
さ
か
地
面
す
れ
す
れ
に

構
え
て
、
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
で
撮
影
し

ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
と
同
じ
目
線
の

高
さ
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
が
見
て
い

る
世
界
を
演
出
で
き
、
よ
り
自
然
な

表
情
が
写
せ
ま
す
。
ラ
イ
ブ
ビ
ュ
ー

機
能
を
使
え
ば
、
カ
メ
ラ
が
目
元
に

な
く
て
も
画
面
を
見
な
が
ら
撮
影
で

き
ま
す
。
撮
影
者
の
顔
が
見
え
る
と
、

子
ど
も
も
安
心
し
ま
す
。

光
と
背
景
を
意
識
す
る

も
う
ひ
と
つ
の
コ
ツ
は
、
背
景
を

意
識
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
上
の

写
真
は
、
ど
ち
ら
も
紅
葉
を
背
景
に

入
れ
て
季
節
感
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

体
全
体
を
写
す
の
で
は
な
く
、
顔
や

上
半
身
な
ど
写
す
部
分
を
整
え
て
、

背
景
を
大
き
く
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
す
る

の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
ア
ン
グ
ル
も

下
か
ら
狙
っ
た
方
が
、
紅
葉
は
写
し

や
す
い
で
す
ね
。

ま
た
、
光
も
背
景
の
一
部
で
す
。

子
ど
も
に
限
ら
ず
、
人
物
の
撮
影
で

は
逆
光
で
撮
影
す
る
の
が
基
本
。
そ

う
す
る
こ
と
で
写
真
全
体
が
明
る
く

な
り
、
顔
に
影
が
入
ら
な
い
の
で
、

肌
が
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。
さ
ら
に
、

上
の
写
真
で
は
太
陽
光
が
映
り
込
む

「
フ
レ
ア
」も
上
手
に
い
か
し
て
、
ふ

ん
わ
り
と
し
た
写
真
に
仕
上
げ
て
い

ま
す
。
通
常
だ
と「
フ
レ
ア
」は
写
真

の
厄
介
者
と
し
て
扱
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
入
れ
方
で
表
現
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

ア
ン
グ
ル
と
背
景
。
こ
の
二
つ
を

意
識
す
る
だ
け
で
、
子
ど
も
写
真
の

印
象
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
よ
。

お客さま なんでも相談室
TEL.050-3116-8888
受付時間10：00～20：00 年中無休
専門のスタッフがお電話で全力サポート！

子
ど
も
の「
秋
の
思
い
出
」を
撮
る

２
つ
の
コ
ツ

秋
は
木
の々
葉
が
色
づ
い
て
、外
の
景
色
が
映
え
て
く
る
季
節
。

気
温
も
下
が
って
き
て
、お
出
か
け
も
に
も
最
適
で
す
よ
ね
。

遊
び
に
いっ
た
思
い
出
は
、ぜ
ひ
写
真
に
撮
って
残
し
ま
し
ょ
う
。

季
節
感
の
あ
る
思
い
出
写
真
を
撮
る
に
は
、2
つ
の
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

今ドキの
思い出の残し方

2
思い出シリーズ

「レイフラットカバー」のフォトブックなら、本がフラットに開きます→P.18



22思い出を残すのにぴったりな道具があるかもしれません→P.42

思い出づくり
研究所

思い出シリーズ

3

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
と
い
う
ツ
ー
ル
で

思
い
出
を「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」す
る

ち
ょ
っ
と
の
努
力
で
懐
か
し
い
写
真
を
価
値
あ
る
も
の
に

P
C
C
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
思
い
出
づ
く
り
研
究
所
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
の

残
し
方
に
つ
い
て
調
べて
い
ま
す
。
研
究
員
の
板
見
浩
史
P
C
C
理
事
は
、
と
あ
る
き
っ

か
け
で
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
作
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
気
づ
い
た
の
は
、「
思
い
出
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

の
重
要
性
で
し
た
。 

文
・
板
見
浩
史

■写真をプリントしてフォトブックに残せば、
付加価値を与えることができる

　 
■昔の写真を見返すことで、声や音、前後のエピ

ソードなども思い出せる
　 
■写真を丁寧に見返す時間が思い出の「メンテナ

ンス」になる

フォトブックは小さな家族史。イベ
ントごとに何冊か分けて作れば楽し
さも増える。

30年以上前の写真を見て、笑い
声、前後の出来事などが、鮮明に
よみがえってくる。

古いネガやポジを楽にデジタル画像化できるケ
ンコー・トキナー製の簡易フィルムスキャナ。

まとめ

思い出
づくり
研究所

思い出づくり研究所とは

思い出づくり研究所とは、
早稲田大学の大野髙裕教
授を所長に、思い出の残
し方について調査・考察・
分析をし、その重要性に
ついて情報発信していく
研究所です。

思
い
出
に
付
加
価
値
を
つ
け
る

　先
日
、
部
屋
を
片
付
け
て
い
て
古

い
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ
ル
ム
を
ご
っ
そ

り
と
発
見
。
思
わ
ず
ル
ー
ペ
で
覗
い

て
み
る
と
…
…
。
退
色
し
か
け
た

フ
ィ
ル
ム
か
ら
、
な
ん
と
30
年
も
前

の
懐
か
し
い
家
族
旅
行
の
写
真
が

次
々
に
現
れ
た
。

　フ
ィ
ル
ム
の
退
色
補
正
や
キ
ズ
の

補
正
を
兼
ね
て
、
ま
ず
は
ス
キ
ャ
ン

し
て
画
像
を
デ
ジ
タ
ル
化
。
そ
の
作

業
の
何
と
楽
し
い
こ
と
！

　か
つ
て

自
分
で
撮
っ
た
写
真
に
も
か
か
わ
ら

ず
、そ
の
と
き
の
空
気
感
や
臨
場
感
、

子
ど
も
た
ち
の
微
妙
な
表
情
の
違
い

な
ど
が
、
新
鮮
な
感
動
を
伴
っ
て
よ

み
が
え
っ
て
き
た
。

　さ
ら
に
、一
点
ず
つ
写
真
を
修
復
・

整
理
し
て
み
る
と
、
格
別
の
愛
着
が

わ
い
て
く
る
。
同
時
に
、
付
加
価
値

の
あ
る
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
に
し
て
、
離

れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
に
送
っ
て

驚
か
せ
て
や
ろ
う
、
と
い
う
気
持
ち

も
湧
い
て
く
る
。

時
間
を
か
け
て
思
い
出
を

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
す
る

　早
速
パ
ソ
コ
ン
で
フ
ォ
ト
ブ
ッ

ク
の
制
作
を
開
始
。「
こ
の
カ
ッ
ト

を
表
紙
に
選
ん
で
、
こ
の
順
番
で

…
…
」。
セ
レ
ク
ト
す
る
時
間
も
楽

し
い
。
か
つ
て
家
族
で
辿
っ
た
ス

ト
ー
リ
ー
を
も
う
一
度
な
ぞ
り
、
写

真
に
は
写
っ
て
い
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド

さ
え
も
思
い
出
せ
る
の
も
、
不
思
議

な
感
覚
だ
っ
た
。

　そ
れ
は
、
時
間
を
か
け
て
写
真
と

向
き
合
い
、
画
像
と
文
字
で
記
憶
を

再
構
築
す
る
ほ
ん
の
少
し
の
努
力
に

よ
っ
て
、
愛
し
い
記
憶
を
二
度
も
三

度
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ

と
思
う
。
思
い
出
に
は
、
こ
の
よ
う

な
形
で
の
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
が
必

要
な
の
だ
。

「
本
当
に
大
切
な
も
の
は
、
お
金
の

額
で
は
な
く
て
、
相
手
の
た
め
に
自

分
が
ど
れ
だ
け
時
間
と
努
力
を
費
や

し
た
か
、
っ
て
こ
と
な
ん
だ
よ
」
と

い
う
言
葉
を
思
い
出
す
。
そ
れ
は

き
っ
と
家
族
に
も
人
生
に
も
写
真
に

も
通
じ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
を
作
る
の
は
手
間

が
か
か
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
、
本

当
に
大
切
な
思
い
出
を
味
わ
う
楽
し

さ
を
、僕
に
何
度
も
与
え
て
く
れ
た
。
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JAPAN PHOTO 2015秋冬フォトコンテスト

JAPAN PHOTO以外にも、個性的なコンテストはいっぱい。募集一覧は→P.1

準特選

準特選

準特選

「
宵
の
お
花
畑
」

臼
井
寛（
岡
山
県
）

風景部門

人部門

自由部門

特選

自然が生み出す豊かな色彩

「Fall in heart」「まど灯り」
鶴見卓久（静岡県）

「一撃」
堀出明広（三重県）

山下継一（長野県）

「見たい！！」
山本一朗（大阪府）

「
輝
く
参
道
」

杉
浦
正
幸（
愛
媛
県
）

「
淡
き
世
界
」

江
口
高
雅（
東
京
都
）

心が動いた一瞬を切り取る
特選

「
精
霊
流
し
」

山
口
政
勝（
長
崎
県
）

「
お
・
つ
・
か
・
れ
・
さ
ん
」

四
方
克
己（
大
阪
府
）

「
二
十
歳
の
記
憶
」

百
﨑
礼
治（
福
岡
県
）

特選

静画から伝わる躍動

「健脚」
遠藤欽也（岡山県）

「ウオーターグラス」
山際 實（和歌山県）

「
家
路
」

赤
石
三
郎（
愛
媛
県
）
「
神
々
の
時
間
」

金
井
康
真（
静
岡
県
）「
閑
日
」

柳
田
愛
子（
岡
山
県
）
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＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルター、三脚使用

腕自慢コース
見たことのない風景の数々
近年のデジタルカメラは性能が良くなり、新しい機
材ならではの作品が多かったです。これまで見たこ
とのなかった風景に感心しました。寒空の中で苦労
して撮ったのだろうという作品もあり、気合いが伝
わります。まだまだプリントで損をしている方も多
く見受けられますが、全体的にはレベルが上がって
きており、楽しい審査になりました。

審査員：三好和義氏　
27歳のとき「RAKUEN」で、当時最年少で木村伊
兵衛写真賞を受賞。2004年藤本四八写真文化賞を
受賞。

感動が伝わるかどうか
全国それぞれの地域によって特色があるのが興味深
かったです。あるところではジャンプしている写真
が多かったり、また別の場所では祭りが多かったり。
カメラの性能が良くなったおかげで、簡単に及第点
の写真が撮れる時代になりました。その中で頭角を
現すためには、撮影者の感動が画面から伝わってく
るかどうかが大きな分かれ目です。

審査員：田沼武能氏　
公益社団法人日本写真家協会常務、東京工芸大学芸
術学部名誉教授、全日本写真連盟会長。

工夫の盛り込まれた作品たち
皆さん、絵作りがうまくなってきました。過去の受
賞作から学び、そこに自分なりの工夫を盛り込んで
１枚を作り上げています。今までにないアングルや、
アートフィルター機能をうまく使っている作品も増
えました。特に中国、四国、九州地方の応募者の作
品に気合いを感じました。またお店でのプリントも
年々質が上がってきて中間調がよく出るようになり、
作品に活かされています。

審査員：吉村和敏氏　
2003年カナダメディア賞大賞受賞、2007年日本
写真協会賞新人賞受賞。

／1511 ／153～／157 ～／1511／157／ ～153

JAPAN PHOTO 2015秋冬フォトコンテスト

何気ない一瞬に
あらわれるドラマたち

四季折々、多彩なシャッターチャンスに出逢える日本。
今回の応募総数は27,864点。

2度は来ない、とっておきの一瞬が収められた作品が並びました。

JAPAN PHOTO　2016 秋冬
作品募集

シャッターチャンスも応募のチャンスも365
日。 １年を通して、応募総数約10万点とな
る全国最大規模の写真コンテストです。全国
のカメラのキタムラ店舗で受付しています。

[応募期間]
2016年11月15日（火）から
2017年３月15日（水） まで
[応募方法]
カメラのキタムラ店頭で受付
[募集コース]
腕自慢コース、腕だめしコース、
スマホコース
[問合せ先]
カメラのキタムラ お客さまなんでも相談室
TEL.050-3116-8888

風景部門

キヤノン EOS 5D MarkⅢ、
24-105mm、F22、1/60秒、
PLフィルター使用、三脚使用

グランプリ
「紅葉の窓の向こうに」

キヤノン EOS 5D MarkⅡ、
24-105mm、F6.3、1/50秒

ニコン D4、80-400mm、F8、
1/750秒、三脚使用

岡本芳隆（神奈川県）

人部門
グランプリ

「祭り化粧」
太田和子（高知県）

自由部門
グランプリ

「いってらっしゃい」
加藤克己（福岡県）
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JAPAN PHOTO 2015秋冬フォトコンテスト

こんな写真が撮りたい！と思ったら、PCCの撮影イベントに参加して撮影テクニックを学びませんか。詳しくは→P.29

特選

「
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
」

小
島
マ
ル
ガ
レ
チ（
愛
知
県
）

「
姉
妹
」

山
本
幸
平（
三
重
県
）

「
急
げ
!!
工
期
遅
れ
る
ぞ
!!
」

七
尾
千
恵（
福
岡
県
）

準特選
「
い
っ
ぱ
ー
い 

ち
ょ
う
だ
い
!!
」

森
川
賀
根
雄（
広
島
県
）

準特選

キヤノン EOS-1DX、300mm、F5.6、1/800秒、三脚使用

「
ま
な
ざ
し
」

山
添 
学（
愛
知
県
）

グランプリ　
「ニンジンおいしいです」

藤松妙子
（福岡県）

グランプリ　
「母の愛」 兼末重治（茨城県）

ニコン D90、40mm、F3.5、1/80秒

グランプリ　
「こんなの
ママじゃない」

キヤノン EOS 6D、35mm、F4.0、1/800秒

中村圭佑（奈良県）

いい被写体を見つけられている
今回は「いい被写体なのに、もったいない。撮り方次
第でもっと良くなるのにな～。」と感じるものが多か
ったです。でもそれはつまり、皆さんが周りをよく観
察できていて「よい被写体を見つけられている」証拠。
こだわりをもったプリントが多かったのも、見ていて
気持ちよかったです。

審査員：池本さやか氏
朝日新聞社入社、写真部に勤務し写真を始める。
2002年以降は東京都を拠点に幅広く撮影。

犬や猫が写っている作品が減り、動物園で撮影したも
のが増えたように思います。写っている動物ならでは
の特性をもっとよく観察して、うまく瞬間を切り取り
ましょう。親子のしぐさや年齢による行動の違いを表
現すると良いです。また、過剰に補正しすぎて主題が
負けている作品が目につきます。あくまでも動物たち
の物語を活かす使い方を心がけてください。

審査員：増田勝正氏
東京都出身。イヌ、ネコ、ペット専門の動物カメラマ
ンとして30年以上従事。

動きのある自然なしぐさを捉えた写真を楽しませてい
ただきました。タイトルも一捻りしてあって、皆さん
上手になってきました。また、写真は背景に無駄なも
のが写りがちですが、主題を捉え背景を整理すること
によって、きちんと物語が伝わる作品が多かったです。

審査員：沼田早苗氏
写真展開催多数。福音館書店より写真絵本『僕のおじ
いちゃんのかお』を出版。

垣間見る心の機微

その動物の特性を写す

「あんた誰よ？」

背景を整理し、物語を伝える

「
ピ
カ
ソ
「
顔
と
鳥
」」

松
味
利
晃（
滋
賀
県
）

「
星
降
る
夜
に
…
」

山
下
徹
志（
鹿
児
島
県
）「

雄
大
な
富
士
に
抱
か
れ
て
」

原 

尚
起（
東
京
都
）

準特選

特選

「
ボ
ク
も
一
緒
に
」

佐
藤
加
奈
子（
東
京
都
）

特選

「妬いてるの？」

「モルモットを
だっこしたよ！」

「こっちみて」「祖父の心、
孫知らず」

稲嶺 弘（千葉県）

若山育代（北海道） 荒木博史（福岡県）

馬場このみ（埼玉県）

松野香菜（滋賀県）

山﨑 信（東京都）

「朽ちてなお
輝くモノ」

自然部門ペット＆動物部門こども＆赤ちゃん部門
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秋といえば紅葉。紅葉の撮影にぴったりな道具を紹介します→P.12

廣田 幹（神奈川県）

「人影」
平田善信（沖縄県）

「今度こそ！」

「
ま
な
ざ
し
」

山
添 
学（
愛
知
県
）

德久靜男（高知県）

「マルバエの釣人」

ニコン D750、28mm グランプリ
「小休止」
飯田祐子（京都府）

グランプリ
「家路を急ぐ」

キヤノン 6D、75-300mm、F4.5、1/800秒

菅 力也（沖縄県）

腕だめしコース思い出を収める

「予期せぬ出会い」を作品に
今回も国内外、いろいろな旅を見せていただきました。景色や人との出会いが
写っていると、より旅写真としての完成度は高まります。残念だったのは、
人々の後ろ姿をとらえた写真が多かったこと。旅の醍醐味でもある「出会い」
を避けている印象が否めず、ほとんどは落選にしました。失敗を恐れずにアプ
ローチすることで「予期せぬ出会い」を作品化できます。

審査員：清水哲朗氏
日本写真協会賞新人賞受賞、公益社団法人 日本写真家協会会員。

作品に合ったプリントをする
今回も大変楽しく拝見させていただきました。上位の作品の選定は難しかった
ですが、より自由な楽しい作品を選びました。気になったのはプリントで損を
している作品が多かったことです。特にプリントサイズは作品に合った大きさ
があります。サイズが合っていないために上位に食い込めなかった作品が多く
ありました。作品に合った仕上げを心がけてみてください。

審査員：川合麻紀氏
彩り写真家。公益社団法人 日本写真家協会会員。

準特選

特選

金丸晋太朗（愛知県）

「笑顔で迎えた
晴れ舞台」

特選

準特選

「雨情」
鈴木和子（福島県）

「おでかけの帰り道」
大野久子（神奈川県）

「特等席」
岩永理恵（長崎県）

「キッチン茶会」
保氣口 奈緒（神奈川県）

「手の中の秋」
久保美香（北海道）

「雪山モード」
山川 藍（北海道）

「
ピ
カ
ソ
「
顔
と
鳥
」」

松
味
利
晃（
滋
賀
県
）

「
星
降
る
夜
に
…
」

山
下
徹
志（
鹿
児
島
県
）

旅部門自由部門
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「姨
お ば

捨
す て

の棚
た な

田
だ

」フォトコンテスト
作品募集中

ま
も
ろ
う

　つ
く
ろ
う

　つ
た
え
よ
う

に
っ
ぽ
ん
の
美
し
い
風
景

「
姨
捨
の
棚
田
」
は
、ど
こ
か
懐
か
し
く
心
癒
さ
れ
る
日
本
の
原
風

景
。
私
た
ち
日
本
人
が
失
っ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
資
源
で
す
。

棚
田
の
保
全
の
た
め
に
は
都
市
に
住
む
人
と
姨
捨
に
暮
ら
す
人
が

一
丸
と
な
っ
て
新
た
な
絆
を
つ
く
り
、豊
か
な
自
然
環
境
と
文
化
遺

産
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨年に引き続き、第２回「姨捨の
棚田フォトコンテスト」が開催され
ています。国の名勝指定地「姨捨の
棚田」は、歴史文化あふれる長楽寺、
デザインの素敵な姨捨駅舎など、多
彩な撮影が楽しめます。あなたの写
真で姨捨の棚田の価値を後世に伝え
ていきませんか？
応募のテーマは多種多様。シンプ

ルに棚田を写すもよし、人とのつな
がりや棚田の付近を写すもよし。あ
なたが感じた姨捨の魅力を写して応
募してください。
入賞作品は『フォトコンライフ』

（双葉社）や『フォトライフ四季』に掲
載され、2016年12月１日（木）～７日
（水）まで、「フォトギャラリーキタ
ムラ」で受賞作発表写真展も開催さ
れます。

テーマ①　棚田
春夏秋冬の棚田、
朝夕夜の棚田、満月と棚田など

テーマ③　棚田かいわい
寺社、石仏、道、ため池など

テーマ②　車窓
駅や電車、姨捨サービスエリアか
ら見える棚田など

テーマ④　人とのつながり
田植え、稲刈りなど、
都市農村の交流のある風景

テーマ⑤　鉄道と駅
「撮り鉄」のみなさんのメッカとし
てのスウィッチバックのある風景

車でのアクセス
長野自動車道 更埴I.C.より 車で15分
長野自動車道 姨捨SA（スマートIC）より 車で３分
戸倉上山田温泉より 車で15分
電車でのアクセス
JR篠ノ井線 姨捨駅より 徒歩10分
しなの鉄道 屋代駅より 車で15分

主催：千曲市姨捨棚田農都共生協議会（ちくましおばすてたなだのうときょうせいきょうぎかい）

共催：千曲市（ちくまし）、NPO法人 フォトカルチャー倶楽部
後援：クラブツーリズム株式会社 、一般社団法人 日本フォトコンテスト協会、　　  
　　  フォトコンライフ（双葉社）、カメラのキタムラ
協力：千曲市棚田保全推進会議、田毎の月棚田保存同好会、姨捨棚田名月会、 四十八牧田保存会、科野農
業塾、姨捨棚田会、名勝姨捨棚田倶楽部、未来志向舎、楽知会、千曲市観光協会、富士フイルムイメージ
ングシステムズ、キヤノンマーケティングジャパン、ニコンイメージングジャパン、リコーイメージング、
ケンコー・トキナー、シグマ、タムロン、トーリ・ハン、ハクバ写真産業、バッファロー、フレームマン、 マン
フロット、Tポイント・ジャパン、ネイチャーズベストフォトグラフィージャパン、マイナビサポート（順不同）

【お問い合わせ】
NPO法人 フォトカルチャー倶楽部内「姨捨の棚田フォトコンテスト」 係
〒102-0075 東京都千代田区三番町1-5 B1　
☎︎03-3230-2605（平日10時～ 18時）　URL　http://www.npopcc.jp/
※姨捨の棚田に関するお問い合わせは千曲市経済部観光課か農林課へ
☎︎026-273-1111 （平日 9時～ 17時）

フォト五七五部門
「仲直り せぬ間に終わる 
田植えかな」

蔵出し写真部門

応募部門は「単写真」「組写真」
「フォト五七五」「蔵出し写真」
の4つ。「フォト五七五」は、写
真にオリジナルの五七五をつ
けてご応募ください。写真上
に載せても、写真と句を別々
にご応募いただいても構いま
せん。「蔵出し写真」は昔の懐
かしい写真をご応募ください。

応募部門は4部門

募集締切

11月7日（月）
2016年

「花」写真のコンテストも作品を募集しています→P.24 40
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スマホで撮った写真も年賀状にできます。年賀状のアイデアは→P.46

スマホコース
特選

神谷友葉（埼玉県）

「オトナデビュー☆」
蝶野繁樹（北海道）

「こっちですよ～」

準特選

入選

スマートフォンのカメラの画質が向上したため、一眼レフとの区別がつきにく
い場合もありました。また撮影時にどう加工するかまで考えてシャッターを切
っていると感じました。自分なりの絵作りにぴったりの被写体を探すこともあ
るのではないでしょうか。「スマホ作家」のような意識が芽生えている印象を受
けました。

審査員：奈良 巧氏
雑誌記者、カメラマン、編集者として活動。季刊『フォトコンライフ』で「奈
良巧カメラ」を連載中。

グランプリ
「おめでとう、
ひいばあちゃん」

伊藤奈津美（秋田県）

「スマホ作家」という意識が芽生えている

「都会」
音田健太（神奈川県）

「元気に産まれてきてね、
待ってるよ」
藤原聖来（岡山県）

「汽笛は時代を越えて」
尾形直人（福岡県）

「日本海の釣り人、
冬の海に挑む」
吉武生成（新潟県）

「静寂」
中村政弘（奈良県）

「雨上がりのＵＦＯたち」
河合瑞穂（愛知県）

「登園拒否の朝」
小野早苗（神奈川県）

「サボテン」
八木田絢子（京都府）

「あ！きれいな紅葉だ」
小野 孝（神奈川県）

「練習後の癒し♡」
鈴木淳子（秋田県）

「くまさん、みっけ。」
中安啓子（愛知県）

「毎日かたつむり出現！」
菊田弥生（秋田県）

「りんごちゃん」
高橋美千子（新潟県）

「嫉妬」
上脇純理（東京都）

「ラジオ体操」
髙塚孝一（大阪府）

「
タ
イ
ヤ
交
換
待
ち
」

西
村
貴
広（
京
都
府
）

「
も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
だ
…
…
」

佐
藤
貴
史（
千
葉
県
）

「
さ
く
ら
の
ト
ン
ネ
ル
」

欧
陽
文
意（
神
奈
川
県
）

「
お
昼
寝
中
」

中
村
厚
志（
大
阪
府
）

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
家
は
最
高
！
」

山
田
裕
子（
埼
玉
県
）

「
光
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」

鈴
木
聖
奈（
北
海
道
）

「
秋
色
に
囲
ま
れ
て
」

柴
田
純
平（
宮
城
県
）

「
空
と
手
」

安
藤
菜
月（
奈
良
県
）

「
見
つ
か
っ
ち
ゃ
っ
た
！
」

三
宅
美
幸（
岐
阜
県
）

「圧」
加藤綾華シンディ―（東京都）

「おねぇちゃん！そこじゃないよ！」
菅 かおり（沖縄県）

スマホだからこそ撮れる日常

「
顔
認
証
ガ
ラ
ス
」

上
宮
恵
里（
愛
媛
県
）

「奇跡の瞬間」
岸 加奈子（静岡県）

「
水
面
世
界
」

仲
田 

綾（
静
岡
県
）

「
助
手
席
の
恋
人
」

石
山
雅
代（
栃
木
県
）

「
仲
良
く
お
昼
寝
」

川
合
綾
香（
京
都
府
）

「
都
会
」

内
田
莉
乃（
東
京
都
）

「
文
字
っ
娘
」

村
上
雄
二（
福
岡
県
）
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